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、 0．51土0．43 0．41薫：0．40 1．OO±1．00
計 11．37±L22 iL33土1．45 1L42±1．3！
教 養 3．27±2。25 2，54±2．19 4．25±2．44 ※
社
ム 娯 楽 4．25±2．ユ9 4．39±2．26 4．56畿2．27
瓜
的 アルバイ ト 0．20土1．19 0。14±0．43
文 交際・雑談 0．47土1．14 G。49土．1．14 G．36±1，02















計 1L56士L32 U，38±．1．47 n．20±1．49
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1 日 637二と246 7喚9土：246 713±12淫 養藻
腱 曜 ヒ1
1 臼 647士婆80 708±：480 555土191 採薇
数字は平均値土檬匿輯蕪差を、※　P〈0．01、≧ytff　P〈0．G1、粥蟹：P〈◎．001を嚢わす。
　Ii：1のエネルギー消費量の平必ノ値は、平B、日曜総ともに約2，（）00～L）　，　，SOOCaiで、3群の1直が最
も大きく、2群、1群の瀬であった。また各群問の平均纏の差1まいずれも統計的に有：壱1であった。
通学、学校滞在時問す堺なわち学校生活時閣琢：1・，iのエネルギー一消費量の平均f直においても岡様に3群
が有意に大きかった。率1ヨと日曜日とでは、魯群ともにエネルギ…消費量に大差は認められなか
った、、
　次に活動量の平ま鰯直では、平Elが650～750　RMR分、託1曜日が550～700　RMR分で、平欝、縫
曜L｛ともに2群が最も多い。3群の活動量は事1ヨではi群よりむしろ多いが、｝ヨ曜縦では非常に
少なく2群の78％、1群の86％にすぎない。なお平田の1群と2書羊との平均値の差、擁曜Eflの2
群と3群との平均f藏の差に窟意であった。
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考　　察
　1臼の生活時間構造を肥痩度別に比較した結果、以下の点が明らかになった。
　1）平ltlの生活時闘では、学校生活縛間あるいは学校滞在時間は、3群が最も長く、ついで2
群、1群の順となり、学校生濡時聞の長い群では、生理的生活時間とくに睡眠、食事時閥に減少
している。日曜鷺では、3群は1群、2群に比べ教養、娯楽時間が長く、反面外出、スポーツ濡
動時間が著しく短いことが注輿された。
　2）就寝時刻および起床時亥ilは、平日では、1群の就寝が早く、起床が遅い。これに対し3群
の就寝は遅く、起床が準い。印雇Bでは、就寝蒔亥ll、起床時刻ともに1群が最も早く、2群、3
群の順で、とくに起床時刻では、1群、2群は3群に比べ遅く就寝する者と遅く起床する者の頻
度が多い。
　3）3食摂取者の食事開始時刻の3群閥の棚違では、21晴すぎの夕食摂取者が1群、2群に8
～ 19％を数えたが、3群では皆無であった点が控呂された。
　4）1欝のエネルギー消費量は、平H、日曜日ともに3群が最も多く、以下2群、1群の瀬で
あったが、1Hの活動量は平9では2群が最も多く、日曜Nでは3群がとくに少なかった。
　このように各群間の生活時闘は、平日、目曜臼においてかなりの違いが認められたが、肥痩度
との関連に最も注闘される点は、日曜日で3群（肥満群）の活動量が少ない点である。スポーツ
表5スポーツ活動の実施頻度とその時問（分〉
1　群　　　2　群　　3　群
平　　　臼
日　曜　冒
0　（　　％）　　　25　（19．6％）　　7　（38．9％〉
婆　（21．1）　　　39　（30．？）　　　　6　（33．3）
平　　　日
日．曜　日
0　　　　　　　　　　　　　　　5±24　　　　　　　　7土21
42ニヒ65　　　　　　　　26±6婆　　　　　　14±23
表上段の数字は入数を、下段の数字は平均纏土標準偏差を表わす。
活動の実施頻度（表5＞は、平臼、日曜日ともに3群が高率を示していたが、その時間は非常に
少なく、1日の活動量にほとんど影響を及ぼしていない。そして3群では非活動的と思える教養、
娯楽、交際、雑談の合計時間が、社会的文化的生活時闘の約88％をvi．iめ、1群、2群に比べ15％
上園っている。
　このような肥満者の鍵曜EIにおける活動贔の滅少が、胞満の結果をもたらされた現象か、ある
いは活動嫉の減少に起嫉1して肥満傾向があらわれたかは不明であるが、平欝の活鋤量が1群、2
群、3群にEl曜冒ほど大きな橿違のなかった点を考えると、胞満者には、休謎においてできるだ
け活動量の多い生活をするように打開する必要があろう。
98
　なお、大学生の生活においては、起床、就寝、食事摂取蒔刻などにおいて必ずしも健康的とは
いえない者が翻巌数存在していることにも注漏すべきであろう。
ま　と　め
　生活時悶構造が肥痩度に関連するか否かを検討するため、18～22才の男f大学坐164名の体格
体力、生活時闇を調査し、肥痩度別に体力および生活時間構造を比較した。
　平鍵および日曜鍵の生活時闘構造に肥痩度群間の差異は、ほとんど認められなかったが、3群
（肥満群）のi鷲曜｝：1の活動量が他群に比べ著しく少ない点が漉穏された。
　本研究を行うにあたり、ご指導いただいた京都府立隆科大学衛生学教室、永田久紀教授に摩く
お礼串し上げます。
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